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研究成果の概要： 
 
 塩化鉄(III)錯体含有イオン液体の室温および低温下における磁化特性を調べ，これらの中に
溶存した錯体の発光スペクトルを調べた．室温では常磁性様応答を示したが，2 Kで有限磁場
において反強磁性相関を示唆するヒステリシスが観測された．これにより，ゼロ磁場で自発磁

化を持つ室温液体の創成に一歩近づいた．イオン液体中のアニオンの構造はレーザーラマンに

より決定され，実験の範囲内では単核錯体であることが確認された．また，水相および有機相

と分離し第 3相を保持したまま永久磁石で分離・移動可能であった．  
 
 
交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 1,700,000 0 1,700,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

総 計 2,400,000 210,000 2,610,000 

 

 

研究分野：化学 

科研費の分科・細目：複合化学・環境関連化学 

キーワード：グリーンケミストリー，磁性イオン液体 

 

 

１．研究開始当初の背景 
 磁性イオン液体の研究例は国際的にみて
も東大のグループによるものだけであった．
諸物性が十分に分かっていないこの液体を
溶媒として用いた実験研究は皆無であった． 
 
２．研究の目的 
 溶媒抽出法に代表される元素の回収方法
は重力を利用した液液分離を利用したもの
である．本研究では磁場によりそれらが達成
できるのかを検討することを目標にした．具
体的には磁性イオン液体を用いて，その物性

を明らかにするとともにそこに溶存した錯
体の光学特性を調べることを目標にした． 
 
３．研究の方法 
 合成後のサンプルを CHN 元素分析，NMR，
IR で分析後，室温・低温における磁化測定を
行なった．また，希土類錯体を溶解させ，時
間分解レーザー分光によって発光スペクト
ル・発光寿命を計測し，イオン液体中におけ
る溶存形態をと発光特性の関係を明らかに
した． 
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４．研究成果 
 磁性イオン液体は 2 K において，反強磁性
的相関をもつことが分かった．錯体は高濃度
には溶解せずに，発光スペクトルは通常の溶
媒とは異なり，結晶中のスペクトルにも似た
分裂を見せた．固体と液体の中間的な状態が
大きい秩序をもっているためにこうした現
象が観測されると考えられる． 
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